
大学院入試に関するよくある質問 

※出願資格、試験方法、日程等の詳細は、必ず該当年度の募集要項をご確認ください。  

 

Q１ 出願する前に、希望指導教員と連絡を取る必要はありますか？ 

A１ 募集要項の「教員及び研究分野一覧」にて、※印のついている教員を希望する場合

は、法学部教務係までメールにてお問い合わせください。その他の教員に関して

は、事前連絡は不要です。 

 

Q２ 募集要項はホームページで見られますか？英語版はありますか？ 

A２ 募集要項は例年６月末頃にこちらのページで公開しています。 

   なお、英語版の作成はございません。 

 

Q３ 大学院入試の出願を考えているのですが、出願資格を確認したいです。 

A３ 出願資格については、各募集要項に記載されていますので、ご自身で確認するよう

にしてください。なお、出願資格によっては、事前の資格審査が必要な場合がござ

います。 

 

Q４ 留学生は英語で授業を受けられますか？ 

A４ 原則として日本語で授業が行われますので日本語能力が必要です。 

 

Q５ 留学生が入学後に日本語を学べるコースはありますか？ 

A５ 入学後に日本語を学ぶコースはございません。入学試験も日本語での出題・回答と 

なり、入学後の事務手続き等についても日本語で行われるので、入学試験までに一 

定の日本語能力を身に付けていただく必要がございます 

 

Q６ 東京グローバルパートナーシップ奨学金プログラム又は大学推薦による国費外国人

留学生への応募を考えています。 

A６ 東京グローバルパートナーシップ奨学金プログラムは、研究科の状況に応じて募集

しているため、常に募集があるとは限りません。募集を行う場合は、要綱をこちら

のページで公表しますので、ご確認ください。 

   なお、法学政治学専攻において、本プログラム及び大学推薦による国費外国人留学

生に応募するためには、希望指導教員の許可を得る段階で、日本語能力試験

（JLPT）のレベル N２以上に合格する、または同等程度の日本語能力が必要とされ

ます。 
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